





















































一 角 昌 也 (元和歌山社会経済研究所研究員:現きのくに信用金邸)
2.研究会開催 (全15回)
第1回 平成17年11月22日ω於 :和歌山大学












第12周 平成19~3 月 15 日同 於:和歌山社会経済研究所
第13四 平成19年5月17日同 於:和歌山大学
第14周 平成19正r:;7月5日同 於:和歌山大学
第15[百 平成19年9月4日ω於:和歌山社会経済研究所
自主研究「コンパクトシティ研究会J中間報告
『和歌山市中心市街地活性化基本計画Jにたいするコメント
提言の中間とりまとめ
コンパクトシティ研究会
主査大泉英次
[和敏山大学経済学部教授]
. 
和歌山市では、 平成18年9月に、和歌山商工会議所とまちづくり会社側ぷらくりが中心
となって和歌山市中心市街地活性化協議会が設立された。そして同協議会での協議を絞て、
『和歌山市中心市街地活性化基本計画jが策定され、これが平成191'f-8月に、内閣総理大
臣より中心市街地活性化のための基本計画として認定を受けた。
認定された基本計画は、 計画期間をおおむね5カ年とし、和歌山市の中心市街地の現状
と課題を分析して、活性化の課題と基本方針を「訪れたくなるまちJr住みたくなるまちJr歩
いて楽しく過ごせるまちJとして掲げ、その笑現に取り結lむものである。そして、各基本
方針に基いて3つの目標 「城まち賑わい拠点の創出Jr城まち居住の促進Jr減まち回遊性
の向上Jを設定し、それらについて目標依を設けて、活性化の度合いを前-るものとしている。
f和歌山市中心市街地活性化基本計画jの認定は、和歌山市におけるまちづくりの前進
にと って緩めて大きな意義をもつものである。そこでコンパクトシティ研究会では、 I和
歌山市中心市街地活性化基本計繭jの内容について集中的に検討を行ってきた。その1'1"'間
的な取りまとめとして、研究会メンバーによる同計蘭へのコメントならびに提言を発表す
る次第である。
今回のコメント ・提言は、研究会メンバーがそれぞれ個人的見解として提示したものを、
いくつか柱立てによって整理したにとどまる。研究会での自由な討論を反映して、個々の
コメント・提言では相互.に意見を異にする部分も見られる。したがって、これらはコンパ
クトシティ研究会としての統一的な見解ではないことをおことわりしておきたい。むしろ
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